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成果の概要／江 欣樺 

今年8月に京都大学教育研究振興財団の国際研究集会発表助成をいただき、無事

米国での発表を終了した。今回参加した集会は、農村社会学会によるバージニア州

リッチモンドに開催される「第82回農村社会学会年度大会」であった。今年の会議

は「圧政と正義」というテーマにめぐって、理論的観点、社会・文化の実践及び政

治行動について討議した。国境を超える学会会員の研究、経験、キャリアなどによ

って、農業生産の倫理と正義、食糧システム、自然資源、健康福祉、行政、犯罪な

どの分野について幅広い交流を目指している。大学か研究機関のほか、集落・コミ

ュニティに基づいた地域団体の発表も注目を集めていた。また、農村社会学会の年

度大会が参加者250人超えている大規模な集会となり、集会への参加によって農村社

会学分野に新しい研究成果を見学し、フィールドもテーマも幅広い研究者と交流し

ながら、自分の研究視野を広げた。 

今回の発表は「自然資源」研究グループに所属する「水資源のガバナンスと管

理」というセッションに入られた。同セッションの発表者は地下水マネジメントに

おけるコミュニティの住民参加、洪水リスクへの意識、及びニューヨーク市におけ

る「水道水かペットボトルの水か」という飲水行為と水道水への信頼感などに関す

る研究を行い、水資源に関して様々なテーマを報告した。そして自分の発表は、「領

域交渉と資源共有：台北都市圏における多地域水資源ガバナンス」というテーマに

なり、都市部の用水をめぐる環境保全と地域発展のコンフリクトから展開され、「水

源地」を政治・技術的に支配できる「領域」として扱い、二つの自治体（台北市と

新北市）の間に生じた領域と資源における争いの文脈を遡った。内容分析の手法で、

新聞記事、議会議事録などのデータベースからコンテンツを収集し、逐年の変化を

把握し、領域を主張する言説（discourse）戦略を分析した。 

水資源に関わる研究者の集まりであったため、文化や政治状況の違いにもかか

わらず、自分の発表内容も含めて、様々な議論が展開された。自分の研究は方法と

して新規性があったと称賛され、あと特に指摘されたのは、ニューヨーク市とその

水源地であるニューヨーク州の事例がよく似ているということだった。従って、学

会会議が終わってワシントンDCへ旅行に行った時も、アメリカ国会図書館で二日間
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ニューヨーク市の事例を中心に色んな参考文献を読んだ。 

今回の学会では、自分の研究論文を発表するだけでなく、同じ自然資源研究グ

ループのメンバーに誘われて、ライトニングラウンド（Lightning round）にも発表さ

せていただいた。ライトニングラウンドというのは、落雷のように短い発表を連続

で行って、一人5分で自分のテーマを説明させて、終わったらすぐ次の人に回るパネ

ルディスカッションの一種であった。この前はライトニングラウンドへ参加したこ

とがなくて、とっても新鮮な経験だった。自分の発表では、「台湾の農村水資源ガバ

ナンスに関わる市民社会の課題」をテーマとして報告した。報告自体は台湾の農村

水資源ガバナンスが持っている四つの特徴とそれぞれの対応する課題によって展開

した。まずは精密工業の製品で国際貿易に深く関与することで、工業と農業セクタ

ーの水争いが生じた。二つ目の課題は、不平均な降水と河川資源によりダム建設と

その反対運動により、用水の安定化と過剰開発のジレンマであった。さらに環境運

動に動員された市民は、様々な環境保全や教育活動に活躍している一方、政治への

参加も進んでいた。とは言え、政府内外にもギャップや矛盾があって、市民団体も

持続的な運営に挑戦を直面した。他の発表者は、SNS 時代における環境運動の動員

戦略、市民団体の政策作成への参加の枠組み、防災意識の向上など、自然資源とい

うテーマの下に、市民社会の在り方について討議した。自分に対してライトニング

ラウンドが完全に初体験なので、他の発表から内容のまとめ方、そして表現の仕方

についてたくさん勉強になった。 

発表以外の時間にも、ティータイムや食事会などで他分野の研究者と交流する

ことができた。特に日本人か日本の大学に研究している研究者が思った以上多くい

らっしゃって、今後合同研究の可能性についても話し合った。さらに、学会初日の

朝食時間に偶然同じテーブルに座ったアメリカ人が東大の博士後期課程に所属して

いて、研究対象地がちょうど私が関わっていた事例に似ていて、しかも私の新しく

関心を持っているニューヨーク市も、まさに彼の出身地であった。せっかく不思議

なつながりができたので、学会期間中にたくさん話していて、これからも交流し続

けるように願っている。 

今回は最終日に国内航空便の不具合で、旅が一日延長されてしまったが、助成
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金のおかげさまで初渡米を無事終了した。学会で報告された論文は、現在執筆して

いる博士論文の中心となり、学会発表を通じて様々なコメントや情報を得て、これ

からは内容を修正して、国際水資源管理ジャーナルに投稿する予定になる。また、

国際研究集会というグローバルな学術の場で、世界中の研究者と交流することがで

きて、今後の研究にも大きな力になると期待している。 


